
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
佐
藤
彩
水　
☎
（
23
）
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７
２

― 

み
ん
な
で
支
え
合
い
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
た
め
に 

―

毎年12月３日から12月９日ま
では障害者週間
市では昨年、障害者週間にあわせて各庁
舎で特別支援学校の生徒の美術作品を展
示しました。
今年も11月下旬から12月中旬に各庁舎
にて障がいに関する展示を行います。ぜ
ひお立ち寄りください。

◆�

障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
知
っ
て

い
ま
す
か

　

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
に
は
、
子
ど
も
、
お
年

寄
り
、
外
国
人
、
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
い
ま
す
。
誰
も
が
同
じ
よ
う
に
学

び
働
き
、
暮
ら
す
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
参
加
す
る
に

は
、
利
用
し
に
く
い
施
設
や
制
度
、
偏
見
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
が
あ
り
ま
す
。

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
を
な
く
し
、
個
人
を
尊
重
し
あ

う
「
共
生
社
会
」
の
実
現
の
た
め
に
定
め
ら
れ

ま
し
た
。同
法
で
は
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」

の
禁
止
と
「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

◆
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
と
は

【
具
体
例
】

・�

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

飲
食
店
へ
の
入
店
を
断
る
。

・�

障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
ア
パ
ー
ト

や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
を
断
る
。

・�

本
人
を
無
視
し
て
、
介
助
者
や
付
き
添
い
の

人
に
だ
け
話
し
か
け
る
。

◆
合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は

【
具
体
例
】

・�

車
い
す
を
利
用
す
る
人
に
、
高
い
所
に
陳
列

さ
れ
た
商
品
を
取
っ
て
渡
す
。

・�

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
書
類
な
ど
の
内
容

を
読
み
上
げ
な
が
ら
説
明
す
る
。

・�

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
筆
談
な
ど
音
声
と

は
別
の
方
法
で
情
報
を
伝
え
る
。

■
ポ
イ
ン
ト

　

安
全
の
確
保
が
難
し
い
場
合
や
、
事
業
者
に

過
重
な
負
担
が
か
か
る
場
合
に
は
、
差
別
に
は

当
た
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
者
か

ら
の
申
し
入
れ
を
断
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由

を
き
ち
ん
と
説
明
し
、
別
の
方
法
を
探
す
な
ど

の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
市
の
現
状
と
取
り
組
み

　

市
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
策
定
す
る
「
第

４
次
障
が
い
者
計
画
」
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
、
令
和
４
年
度
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
障
が

い
福
祉
に
関
す
る
意
識
や
障
が
い
者
の
実
態
把

握
と
意
向
を
伺
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

調
査
の
う
ち
、
障
が
い
者
５
７
０
人
か
ら
得

た
回
答
を
見
る
と
、
お
よ
そ
10
人
に
１
人
が
こ

れ
ま
で
に
差
別
や
虐
待
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
（
問
１
）。
ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
市
民
の
理
解
に
つ

い
て
、
理
解
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
よ
り
も

理
解
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
の
方
が
多
い
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
（
問
２
）。

　

市
で
は
、
研
修
の
実
施
や
障
害
者
週
間
を
活

用
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
増
進
や
啓

発
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
静
岡
県
補
助

犬
支
援
セ
ン
タ
ー
の
川か

わ

口ぐ
ち

綾あ
や

さ
ん
を
招
き
、
県

立
榛
原
高
等
学
校
で
補
助
犬
の
啓
発
活
動
を
通

し
て
、
障
が
い
者
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

同
法
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
人
や
研
修

を
受
け
た
い
人
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆�

皆
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か

　

豊
か
な
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
み

ん
な
で
助
け
合
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

次
の
よ
う
な
具
体
例
を
参
考
に
し
て
助
け
合
い

ま
し
ょ
う
。

不当な差別的取扱い
（障がいを理由にサービスを拒

否したり、制限したりすること）

障がいのある人への合理的配慮
（障がいのある人が日常生活や社会生活を

送るうえで壁となるものを取り除くこと）
行政機関

（国や市区町村
など）  禁止 

不当な差別的取扱いを禁止
します

 法的義務 
合理的配慮を行わなければなりません

民間事業者
（会社・店舗　

など）

 努力義務 
合理的配慮を行うよう努めなければなり
ません （令和６年４月から義務化）

障がいを理由とする差別で困ったときには相談窓口にご相談ください
▶牧之原市社会福祉課　障害者支援係　  ☎㉓0072　　　▶静岡県障害者差別解消相談窓口　　☎054（252）9800
▶生活支援センターやまばと　　　　　  ☎㉙0223　　　▶生活支援センターつばさ　　　　　☎�2610
▶相談室こころ　　　　　　　　　　　  ☎㉒5529

［問１］�生活している中で、差別
や虐待を受けたことはあ
りますか

ある（9.5％）
無回答（4.5％）

ない（86.0％）

「ゆずりあい駐車場」など歩行が困難な
方のための駐車スペースには、必要の
ない人は駐車しないようにしましょう。

視覚障がいのある人を誘導する点字ブ
ロックの上に、自転車などの障害物を
置かないようにしましょう。

川口さんと補助犬による講話

かなり
理解がある

どちらとも
言えない

まあまあ
理解がある

あまり
理解がない

理解がない

無回答

０ 10

3.3

20 30 40 50

［問２］�障がいのある人に対する市民の理解について
どのように感じていますか

（％）

18.8

46.1

19.5

4.0

8.2

15.4①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
０ ５ 10 15 20 3025 35 40

［問３］�障がいのある人に対する理解が進むために
は、どのような活動が重要だと思いますか

（％）

26.5

36.8

7.2

32.8

6.7

5.6

20.7

①障害者差別解消法等の研修会の実施、②福祉教育の充実、③障がいのある人との交流機会の充実、④障害者週間の充実・啓発、
⑤広報紙・ふくしだよりなどを通した広報の充実、⑥老朽化施設の取り壊し、⑦当事者活動の発信、⑧その他、⑨無回答

市の障がい者への
アンケート調査結果

■「障害者差別解消法」行政機関および民間事業者の義務について
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